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１．いじめ防止等のための基本的な考え方

（１）児童にとって学校とは

若葉小学校において、児童はかけがえのない存在であり、社会の宝であると考えてい

る。児童が健やかに成長していくことは、いつの時代も社会全体の願いであり、豊かな

未来の実現に向けて最も大切な事である。

児童は、豊かな人間関係の中で、自己の特性や可能性を認識し、また、他者の長所等

を発見する。互いを認め合い、誰もが安心して生活できる場であれば、児童は温かい人

間関係の中で自己実現を目指して伸び伸びと生活できる。

しかし、児童の生活の場に、他者を排除するような雰囲気が形成されれば、その場は

児童徒の居場所としての機能を失い、いじめを発生させる要因ともなりかねない。

いじめは、児童にとってその健やかな成長への阻害要因となるだけでなく、将来に向

けた希望を失わせるなど、深刻な影響を与えるものとの認識に立ち、学校全体でいじめ

（心理的又は物理的な影響を与える行為）を排除する。

（２）児童の学校内外における権利を守る

教育基本法 第４条

すべての国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を受ける機会を与えられ

なければならず、人種、信条、性別、社会的身分、経済的地位または門地によ

って、教育上差別されない。

いじめ防止対策推進法 第３条（基本理念）

いじめの防止等のための対策は、いじめが全ての児童等に関係する問題であ

ることに鑑み、児童等が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよ

う、学校の内外を問わずいじめが行われなくなるようにすることを旨として行

われなければならない。

２ いじめの防止等のための対策は、全ての児童等がいじめを行わず、及び他の

児童等に対して行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないよう

にするため、いじめが児童等の心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関す

る児童等の理解を深めることを旨として行われなければならない。

３ いじめの防止等のための対策は、いじめを受けた児童等の生命及び心身を保

護することが特に重要であることを認識しつつ、国、地方公共団体、学校、地

域住民、家庭その他の関係者の連携の下、いじめの問題を克服することを目指

して行われなければならない。
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社会性を身につける過程で、学校の生活は学業だけにとどまらず、集団生活を送る中

で、人との関わり、自己の役割・責任を果たすことを学習する。その中で自己の形成が

成されていく。喜怒哀楽はもとより、自己を抑制し、他者と共存することを学ぶ。

その機会は等しく児童に与えられなければならない。いじめはその機会を逸するだけ

でなく、当該児童の生涯にわたって障害を与える。であるから、いじめは教職員、児童、

保護者、地域を挙げ、絶対に許してはならないことととらえる。

（３）いじめの定義

いじめの定義

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している

等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う、心理的又は物理的な影

響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当

該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。

【いじめ防止対策推進法 第２条より】

ア 個々の行為が「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的にするこ

となく、いじめられた児童の立場に立つことが必要である。

イ いじめには、多様な形態があることに鑑み、法の対象となるいじめに該当す

るか否かを判断するに当たり、「心身の苦痛を感じているもの」との要件が限定

して解釈されることの無いように努めることが必要である。

ウ 本人がいじめを否定する場合が多々あることを踏まえる。

エ いじめの認知は、特定の教職員のみによることなく、法第２２条「学校におけ

るいじめの防止等の対策のための組織」を活用して行う。

オ 「一定の人間関係」とは、学区の内外を問わず、同じ学校・学級や部活動の

児童や、塾やスポーツクラブ等当該児童が関わっている仲間や集団（グループ）

など、当該児童と何らかの人的関係を指す。

カ 「物理的な影響」とは、身体的な影響のほか、金品をたかられたり、隠され

たり、嫌なことを無理やりさせられたりすることなどを意味する。けんかやふざ

け合いであっても、見えないところで被害が発生している場合もあるため背景に

ある事情の調査を行い、児童生徒の感じる被害生に着目し、いじめに該当するか

否かを判断するものとする。

キ インターネット上で悪口を書かれた児童生徒がいたが、当該児童生徒がそのこ

とを知らずにいるような場合など、行為の対象となる児童生徒本人が心身の苦痛

を感じるに至っていないケースについても、加害行為を行った児童生徒に対する

指導等については法の趣旨を踏まえた適切な対応が必要である。

【国のいじめの防止等のための基本的な方針】より

児童生徒が行った行為がいじめを意図して行った行為ではなく、また、１回のみで

継続して行われた行為ではなくても、その行為によって児童生徒が心身の苦痛を感じ

ている場合は、いじめとして認知して適切に対応する。

国方針で挙げた「いじめ」の中には、犯罪行為として取り扱われるべきものもある

ことから、警察へ相談・通報し、連携をした対応を取る場合もある。
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（４）いじめの様態

○冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる

○仲間はずれ、集団による無視をされる

○軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする

○ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする

○金品をたかられる

○金品を隠されたり、ぬすまれたり、壊されたり、捨てられたりする

○嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする

○パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や嫌なことをされる 等

（５）いじめの理解

国基本方針では、いじめについて以下の①～④の視点を示している。

①「いじめは、どの子供にも、どの学校でも、起こりうるものである。」

②「いじめは、多くの児童生徒が入れ替わりながら被害も加害も経験する。」

③「『暴力を伴わないいじめ』であっても、何度もくり返されたり多くの物から集中

的に行われたりすることで、『暴力を伴ういじめ』とともに、生命又は身体に重

大な危険を生じさせうる。」

④「学級や部活動等の所属集団の構造上の問題（例えば無秩序性や閉塞性）、『観衆』

としてはやし立てたり面白がったりする存在や、周辺で暗黙の了解を与えてい

る『傍観者』の存在にも注意を払い、集団全体にいじめを許容しない雰囲気が

形成されるようにすることが必要である。

上記の視点を鑑み、『被害者』『加害者』『観衆』『傍観者』の全ての立場におけるいじ

め問題についてとらえていくこととする。

（６）学校・教職員の対応

いじめ防止対策推進法 第８条（学校及び学校の教職員の責務）

「学校及び学校の教職員は、基本理念にのっとり、当該学校に在籍する児童等の

保護者、地域住民、児童相談所その他の関係者との連携を図りつつ、学校全体

でいじめの防止及び早期発見に取り組むとともに、当該学校に在籍する児童等

がいじめを受けていると思われるときは、適切かつ迅速にこれに退所する責務

を有する。」

学校・及び学校の教職員は、いじめ防止対策推進法を遵守し、またいじめ問題への

対応にあたり、正確に丁寧な説明を行い、隠蔽や虚偽の説明を行わないこととする。

そして、いじめ問題への対応として以下の５点を行っていく。

（Ⅰ）いじめの未然防止 （Ⅱ）いじめの早期発見

（Ⅲ）いじめへの対処 （Ⅳ）地域や家庭との連携

（Ⅴ）関係機関との連携
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市原市新型コロナウイルス感染症対策行動指針

２ 基本的な考え方

【対策実施上の留意点】

・基本的人権の尊重

⇒感染者に対する差別やイジメ等が発生しないようにします。

新型コロナウイルス感染症に関連して、誤った知識や不確かな情報により、感染さ

れた方や治療にあたる医療機関および、医師や看護師等の皆さんが不当な差別や偏見、

いじめ等の風評被害に苦しんでいること。新型コロナウイルスは誰もが感染する可能

性があり、そして、誰もが気づかないうちに感染を広げてしまう可能性がある感染症

であること。

これらを踏まえ、学校内においても児童同士でいわれのない差別や偏見等が行われ

ないよう、正しい知識を身に付けさせ指導にあたっていく。
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２．いじめ防止等のための組織について
（１）児童理解会議について

【会議の開催計画】

毎月、最終火曜日の放課後

【構成メンバー】

全職員（◎生徒指導主任）

【部会の役割】

・各クラスごとに現況を報告

・生徒指導上の課題・問題を詳細に確認し、対応策等の共通理解を図る。

・情報交換（いじめや問題行動について、各学年の児童の問題行動の確認と

対策）（保護者対応を含む）や、その児童に対する手立てを考える。

【その他】

・生徒指導上の問題（いじめ・問題行動・不登校）などについては、各学年

ごとに記録を残す。

・次の委員会で経過を報告する。

（２）学校いじめ問題対策委員会について

【会議の開催計画】

緊急且つ、重大な事案が発生した場合に招集し対策を練る。

（児童理解会議やその他会議の内容は常時報告する。）

【構成メンバー】

校長、◎教頭、教務主任、生徒指導主任、教育相談担当教諭、スクールカウン

セラー、学年主任、養護教諭、学級担任、部活指導教諭等問題や事例の実情に

応じて構成する。

【委員会の役割】

・学校いじめ防止基本方針に基づく取り組みの実施や具体的な年間計画の作成、

実行、検証及び修正の中核となる。

・教員のいじめ対応力強化や組織的対応の校内研修を適宜実施する。

・いじめの相談・通報の窓口となる。

・いじめの疑いに関する情報や児童の問題行動に係る情報の収集と記録、共有

を行う。

・いじめの疑いに係る情報があった時や重大事態の発生時には、緊急会議を開

いて、いじめの情報の迅速な共有、関係のある児童への事実関係の聴取、指

導や支援の体制対応方針の決定と保護者との連携といった対応を組織的に実

施するための中核となる。
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３．「いじめの未然防止に関すること」
いじめ防止等においては、未然防止に取り組むことが最も重要である。いじめはどの

子供にも起こり得るという事実を踏まえ、すべての児童を対象に、豊かな人間関係を築

き、豊かな心を育て、いじめを許さない土壌をつくるため、年間を通して予防的な取り

組みを計画・実施する。

（１）学校として

①基本方針を明示し、定期的に取り組み状況の確認を行う。

②学校としての取り組みを学校文書等で児童や保護者へ開示・啓発していく。

③「いじめは決して許されないことであり、いじめをはやし立てたり、傍観したりする

行為もいじめと同様に許されない」等、いじめに対する正確な知識を伝え、その知

識をもとに正しく行動できる児童を育成する。

④いじめについて大人に訴えることは、勇気ある正しい行為であり、学校はいじめられ

ている児童を徹底して守り通すという明確な姿勢を日頃から言葉と態度で児童に示し

ていく。

⑤生徒指導の機能を重視した「分かる授業の展開《児童に自己存在感をもたせる場面や

自己決定の場面を与えるなどの取り組み》が自己有用観を高め、いじめを含めた問題

行動の未然防止につながることを共通理解としていく。

⑥学校便りや保健便りを活用し、基本的な生活習慣の徹底を図る。

例）早寝早起き朝ご飯の重要性 学習規律や学習道具についての周知 等

⑦過度の競争意識、勝利至上主義等が児童のストレスを高め、いじめを誘発するおそれ

があることについて職員研修等で確認する。

⑧児童が心の通じ合うコミュニケーション能力を育み、規律正しい態度で授業や行事に

主体的に参加・活躍できるような授業づくりや集団づくりを行う。

⑨暴力行為や暴言については、教職員が率先して適切な言葉を使い、暴力を適正な方法

で学校から根絶する取り組みを推進する。

（２）学年として

①学校の基本方針をもとに、学年開きの際にいじめについての徹底指導を行う。

②毎週行われる学年会を活用し、いじめ防止対策の共通理解を図る。

（３）学級として

①道徳教育、いのちを大切にするキャンペーン（いじめゼロ宣言やイエローリボン、イ

エローフラッグ）や豊かな人間関係づくり実践プログラム等を活用し、児童一人一人

心の心を耕していく。

②学校生活アンケート、教育相談、個別面談を行い、児童や保護者からいじめの有無に

ついての調査を行う。

③学級開きや４月の学級懇談会等で「いじめは絶対に許さない！」という強いメッセー

ジを児童と保護者に伝える。

④保護者からのいじめに関する訴えは、直ちに生徒指導主任・学年主任・管理職へ報告

する。

（４）児童として

児童が学級活動や児童会活動の中で、いじめに関する課題について主体的に向き合う

機会を設け、支援していく。いじめは法で禁止されていることを理解する。
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【年間計画】

※今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置により、行事の変更（延期

・中止）になる場合があります。ご了承ください。

月 行事 若葉っ子目標と重点指導項目 注意事項

４ 始業式・入学式 【気持ちのよいあいさつをしよう】・生活の決まり、規律の確認、

月 学級参観、懇談会 ・みだしなみを整えよう 実践

ＰＴＡ総会 ・時間のけじめをつけよう （名札・安全帽子の着用、ベ

１年生を迎える会 ・学校のルールを確認しよう。 ル着、清掃開始時間の厳守）

家庭位置確認 ・学級レクの奨励（クラスの親睦）

５ 奉仕作業 【運動に進んで取り組もう】 ・ベル着運動実施

月 運動会 ・業間休みや昼休みに外遊びをす ・係や委員会活動の役割

ペア活動 る。 確認

プール掃除 ・委員会活動を軌道に乗せよう。 ・ペア活動の充実

・全校で協力し、運動会を成功さ ・運動会を通して協力体制作

せよう。 り

６ プール開き 【休み時間の過ごし方を考えよう】 ・授業規律の再確認

月 地区別学習参観（予定） ・廊下歩行に気を付けよう。 ・授業への取り組み方の見

基礎学力テスト ・授業､朝学活にしっかり取り組 直し

５年生宿泊学習 もう。 ・基礎学力テストに向け家
いじめゼロ集会 ・基礎学力テストに向けて学習を 庭学習の充実化
「いじめ０宣言」 頑張ろう。 ・いじめアンケート実施
イエローフラッグ ・教育相談週間
保護者面談

７ 夏期休業 【ルールを守って生活しよう】 ・休業中の過ごし方について

月 ・「わかばっこの約束」を意識し

８ ながら生活しよう。

月 ・充実した夏休みを過ごそう

・安全､判断をしっかりしよう

９ 基礎学力テスト 【時間を見て行動しよう】 ・生活リズムの見直し

月 ６年職場体験学習 ・登校時間、授業開始時間を守り、・学習規律の確認

生活を安定させよう。

・基礎学力テストをがんばろう。

・１学期のまとめをしっかりやろ

う。

1 0 大掃除・１学期終業式 【学校をきれいにしよう】 ・委員会活動や係活動への

月 秋季休業 ・業間休みや昼休みに外遊びをす 積極的な参加

２学期始業式 る。 ・部活動への積極的参加

６年生修学旅行 ・前期の反省から後期の目標をも

就学時健診 とう。

・宿題や家庭学習に力を注ごう。

11 学習参観、PTAバザー 【読書に進んで取り組もう】 ・授業に対する取り組みの見

月 ４年生音楽発表会 ・読書を楽しもう。 直し

陸上大会 ・部活動の練習に励もう。 ・家庭学習の充実

・正課体育（ペース走）を意欲的 ・いじめアンケート実施

に取り組もう。 ・教育相談週間

1 2 第３回基礎学力テスト 【手洗いうがいをしっかりしよう】 ・清掃の仕方の見直し

月 マラソン納会 ・うがいや手洗いをしっかりして ・休業中の過ごし方について

保護者面談 風邪をひかないようにしよう。

冬季休業 ・きれいな環境にして新年を迎え
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よう。

・基礎学力テストをがんばろう。

・充実した冬休みを過ごそう。

１ 校内席書会 【学校やクラスのために進んで仕 ・元気のよい挨拶

月 学習参観・学級懇談会 事をしよう】 ・授業に対する取り組みの見

・新年の目標をもとう。 直し

・相手の気持ちを考えて行動､生活 ・学校生活アンケート実施

をしよう。

・基礎学力テストをがんばろう。

・仲間と声を掛け合って、短縄の

練習に励もう。

２ 基礎学力テスト 【作ってくれた人に感謝して給食 ・ありがとう集会を通じて、

月 ありがとう集会 を食べよう】 感謝の気持ちを育てる。

・作ってくれた人に感謝しながら、・ありがとう集会で自治活動

なるべく残さずに給食を食べよ 能力の再確認

う。

・１年間の学習の復習に力を注ご

う。

・ありがとう集会を成功させよう。

・１年間お世話になった方々に感

謝の気持ちを持とう。

３ 学力検査（３・５年） 【お世話になった人や物に感謝し ・服装､身だしなみを整える。

月 大掃除 よう】

卒業式 ・最高の仲間関係を作って卒業式 ・１年間の学習のまとめをし

修了式 や修了式を迎えよう。 っかり行う。

離任式 ・心のこもった卒業式にしよう。 ・来年度の目標をつかむ。

・学習に向かう姿勢､生活規律を引

き締めよう。

（５）教職員として

①教職員の言動が、児童を傷つけたり、いじめを助長したりすることのないよう、指

導の在り方に細心の注意を払う。

②特別支援学級及び通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童の中には、自

分の思いや悩みを表現することが苦手な児童もおり、いじめ等のトラブルに発展す

ることがある。このような生徒に対するいじめを未然に防止するには、全教職員に

よる支援体制を確認する。

③職員による校内巡回を実施する。その際に、気になる児童を記録しておき、担任等

に報告し対応を協議する。

（６）関係機関として

①インターネットやソーシャルメディアを通じて行われるいじめに対しては、青少年

指導センター、市原警察署及び千葉県警察（少年課、内房少年センター、サイバー

犯罪対策課）等と連携して児童及び保護者に指導していく。

②被害児童の対応として、状況においては、市原市家庭児童相談室、中央児童相談所

と連携をして、ケアをしていく。
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４．「いじめの早期発見に関すること」

いじめの早期発見等においては、いじめが大人の目に付きにくい時間や場所で行わ

れたり、遊びやふざけあいを装って行われたりするなど、大人が気付きにくく判断し

にくい形で行われることが多い。このことを教職員は認識し、ささいな兆候であって

も、いじめではないかとの疑いをもって、早い段階から的確に関わりをもち、いじめ

を隠したり軽視したりすることなく、いじめを積極的に認知することが必要である。

（１）学校として

①６月、１１月、１月に児童を対象にアンケート調査を行う。この際、質問内容を

精査し、学校内外でのいじめを発見できるようにする。結果を基に教育相談を実

施。児童がいじめを訴えやすい体制を整え、職員会議や児童理解会議等で、いじ

めの実態把握に努め分析を行うと共に、当該児童と共に相談し、考えて打開策を

練る。また適切に対応する。

②教育相談、個別面談を６・７月、１１・１２月に実施し、クラスの全児童から情

報・状況を聞き、よりよい生活を目指す。

③スクールカウンセラー、スクールカウンセラーアシスタント、心のサポーター、

養護教諭と効果的に連携し、児童の悩みを積極的に受け止める機会を設定する。

（２）教職員として

①早期対応

【迅速かつ組織的な対応】

関係職員一人で抱え込むことなく、いじめ問題対策委員会を中核に組織的に対応

する。必要に応じて保護者の協力を得て、関係機関と連携して取り組む。初期対

応の重要性を念頭に置いて、速やかに対応する。

【情報収集と事実確認】

被害児童や加害児童から慎重に話を聞くとともに、多方面から情報を収集し、事

実を明確にしながら、いじめの全体像を把握する。

②解決に向けた指導と支援

【被害児童への対応】

基本姿勢 ・いじめられた児童の味方となり、守り通すことを約束する。

・児童の表面的な変化から解決したと判断せず支援を継続する。

事実確認 ・担任を中心に、児童が話しやすい教員が対応する。

・いじめを受けた悔しさや辛さにじっくり耳を傾け、共感しながら

事実を聞く。

支 援 ・時間や場に留意し、安心感を与える。

・学校はいじめを許さないということと、今後の指導方法を伝える。

・自己肯定感の喪失を食い止めるよう児童の良さや優れている点を認

め、励ます。

・学校は安易に解決した判断せず、経過を見守ることを伝える。

・「被害者にも原因がある。」「頑張ろう。」などの指導や励ましはしな

い。

経過観察 ・面談や日記の記入を定期的に行い、不安や悩みの解消に努める。

・授業や学級活動等で、自己肯定感を回復できるようにする。
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【加害児童への対応】

基本姿勢 ・背景を理解しつつ、いじめという行為に対しては毅然と対応する。

・どう行動すべきだったのか、今後どう生活していくのか考えさせる。

・心理的孤立感、疎外感を与えることがないようにする。

事実確認 ・対応する教員は、中立の立場で事実確認をする。

・受容的態度で傾聴することで、いじめの事実を聴き取る。

指 導 ・いじめは人権侵害であることを再確認させ、他者の心身の痛みを理

解できるよう根気強く指導する。

・いじめを行ったことへの自覚をもたせる。責任転嫁をさせない。

・いじめに至った心情やグループ内での立場を振り返らせ、今後の行

動について考えさせる。

・状況により、加害者に対し出席停止措置をとったり、警察や関係機

関へ通報するなど厳しい対応をとる。

経過観察 ・出席停止とした場合は、指導プログラムを作成し、教育委員会や保

護者間で十分な共通理解や連携を図る。

・面談や日記交換を通して、内面の変化や改善を確認していく。

・授業や学級活動を通して、加害者の持つ活力をプラスに作用するよ

うにさせる。

【観衆・傍観児童への対応】

基本姿勢 ・いじめは、学校や学年集団全体の問題として対応していく。

・いじめの問題に、教員が児童とともに本気で取り組んでいる姿勢を

示す。

事実確認 ・いじめの事実を告げることは、密告（チクリ）ではなく、辛い立場

にある仲間を救う行為であることを伝える。

・いじめの事実を伝えた児童を徹底して守り通す姿勢を言葉と態度で

示す。

指 導 ・観衆と傍観者も問題の関係者であることを理解させる。

・観衆と傍観者は、被害者からどのように見られていたかを考えさせ

る。

・今後の生活態度を考えさせる。

・いじめ発生の契機となった集団意識や言葉遣いについて振り返らせ

る。

・いじめを許さない集団作りに向けた話し合いを深める。

経過観察 ・学級活動や学校行事を通して、集団の持つ正義の力を高めていく。

・いじめが解決したと感じられる場合でも、継続して指導を行ってい

く。

【保護者への対応】

○被害児童の保護者への対応

・発見したその日の内に家庭訪問等で保護者に面談し、事実関係を直接伝える。

・学校の指導方針を伝え、今後の対応について協議する。

・保護者の辛い気持ちや不安な気持ちを共感的に受け止める。

・継続して家庭と連携を取りながら、解決に向けて取り組むことを伝える。

・家庭での児童の変化に注意してもらい、些細なことでも相談するよう伝える。
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○加害児童の保護者への対応

・正確な事実関係を説明し、いじめられた児童や保護者の辛く悲しい気持ちを伝え、

よりよい解決を図ろうとする思いを伝える。

・「いじめは決して許されない行為である。」という毅然とした姿勢を示し、事の重大

さを認識させ、家庭での指導を依頼する。

・児童の変容を図るため、今後の関わり方などを一緒に考え、具体的な助言をする。

※対応のポイント

①事実はしっかり認めさせる。 ②決して言い逃れはさせない。

③きちんと謝罪させる。 ④それ以上罰しない。

⑤今まで以上の関わりをもつ。

③再発防止

【経過観察と解決の判断】

加害児童から被害児童への謝罪をもっていじめが解決したと即判断してはならな

い。いじめ問題対策委員会を中心に経過を観察し、校長がいじめの解決について

判断を下す。

【被害児童への支援と加害児童への指導・助言】

被害児童とその保護者に対する支援を組織的に継続するとともに、加害児童への

指導及びその保護者への助言を行い、再発防止に努める。

【指導記録の保存】

いじめに関する指導記録や資料は５年間保存する。

④全体を通しての留意点

・日頃から児童の見守りや信頼関係の構築等に努め、児童が示す変化や危険信号

を見逃さないよう積極的に情報収集を行う。

・朝の出会いを大切にする。登校時や朝の会の時に、児童の表情を観察する。普

段と違う場合は必ず声をかける。状況を学年、関係職員へ周知する。

・担任は、児童との会話や助言等を重要視し、児童の気持ちや考えを知ることに

努める。児童が安心して心を開き、相談できる雰囲気と体制を整える。

・スクールガードなどと日常的にコミュニケーションを図り、児童の異変を聞

き取るように努める。

・いじめを発見した際は、保護者への連絡手段として、面談や電話連絡を速や

かに行う。
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５．「いじめの対処に関すること」

いじめへの対処については、いじめの発見・通報を受けた場合に特定の教職員で抱え

込まず、速やかに組織的に対応し、被害児童を守り通すとともに、教育的配慮の下、毅

然とした態度で指導する。これらに、教職員全員の共通理解、保護者の協力、関係機関

との連携の下で取り組む。

（１）被害児童への対処

被害児童に対しては、被害児童を守り通すという姿勢の下、保護者と連絡の上、対

応及び支援を講じていく。

①被害児童の心的な状況等を十分に確認し、被害児童や情報を提供した児童を守り

通すことや秘密を守ることを伝え、不安を除去した上で、いじめの事実関係を複

数の教職員で正確に聞き取る。

②被害児童にとって信頼できる人物（親しい友人や教職員、家族、地域の人等）と

連携しながら、被害児童に寄り添える体制を構築し、状況に応じてスクールカウ

ンセラー及びスーパーバイザーなどの外部専門家により、児童を支援する。

③被害児童が安心して学習その他の活動に取り組むことができるよう、加害児童を

別室において指導するなど、被害児童が落ち着いて学習できる環境を整備する。

④被害児童が、加害児童との関係改善を望む場合には、教職員や保護者等が同席の

下、謝罪や和解の機会を設けて、関係修復を図る。

⑤いじめが解決したと思われる場合でも、継続して見守り、十分な注意を払いなが

ら、折に触れ状況を保護者等へ伝えるとともに、必要な支援を行う。

（２）加害児童への対処

加害児童に対しては、家庭環境や障害特性など教育的配慮の下、以下のような措

置を講じていく。

①いじめたとされる児童から、複数の教職員で事実関係を聞き取り、いじめがあっ

たことが確認された場合、教職員が連携し、必要に応じてスクールカウンセラー

等の協力を得たり、関係機関と連携して組織的にいじめをやめさせ、再発防止の

措置を講ずる。

②迅速に関係保護者に連絡し、事実に対する保護者の理解や納得を得た上、学校と

保護者が連携して以後の対応を適切に行えるよう保護者の協力を求めるとともに

保護者に対して継続的に助言を行う。

③加害児童に、いじめは人格を傷つけ、生命、身体又は財産を脅かす行為であるこ

とを十分に理解を促す。

④加害児童の個人情報の取り扱い等、プライバシーには十分に留意して、心理的な

孤立感・疎外感を与えないよう、一定の教育的配慮の下、特別の指導計画による

指導のほか、さらに警察との連携による措置も含め、対応する。

（３）周囲の児童への対処

被害児童及び加害児童の問題にとどめず、当該児童のプライバシーに十分注意し

た上で、必要に応じて、学級及び学年、学校の問題としてとらえ、学級での話し合

いや学年・全校集会等を行い再発防止を含め、いじめ問題の根本的な解消を目指し

た取り組みを進める。進める上で、教職員、児童の協働で解決策を講じられること

を奨励していく。
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（４）発見から指導までの展開

①いじめ情報の把握と事実確認

②対応チームの編成とケース会議の実施

③対応方針と役割分担の決定

④事実の究明と支援及び指導

⑤いじめの関係者への指導

（５）展開内容

①いじめ情報の把握と事実確認

【情報の把握】・いじめが疑われる言動の発見 ・児童や保護者からの訴え

・アンケート調査 ・他の教員からの情報提供

・日記やノートからの看取り 等

②対応チームの編成とケース会議の実施

・学級担任、学年主任、生徒指導主任で一次的な対応をする。異学年でいじめが生

じた場合には、当該学年職員とともに対応にあたる。二次的な対応としてスクー

ルカウンセラーの活用も図る。

③対応方針と役割分担の決定

・情報の整理・・・いじめの態様、被害者、加害者、観衆、傍観者の様子

・対応の方針・・・緊急度の確認 「自殺」「不登校」等の危険度を確認する。

・役割の分担・・・被害者からの事情聴取と支援 加害者からの事情聴取と指導

観衆の児童と傍観者への指導 保護者への対応・関係機関へ

連絡

④事実の究明と支援及び指導

・事情聴取の手順は、被害者→傍観者→観衆→加害者とする。

・徹底的な事実の究明よりも、支援や指導に力点を置いた対応を心掛ける。

※指導上の留意事項

・同所において、被害者と加害者から事情を聴取してはならない。

・注意、叱責、説教だけで終わらせてはならない。

・その場限りの謝罪で終わらせてはならない。

・情報提供者が不利益を被らないようにする。

・加害者が被害者や通報者に圧力を掛けることを防ぐようにする。
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６．「いじめの相談・通報窓口」

いじめ発見の一番のきっかけは、本人からの訴えである。学校、家庭、地域の中に

悩みを相談できる大人や仲間の存在があることが重要となる。教育相談、保護者面談、

いじめアンケートや日常の観察から、どのような人間関係の中で生活を送っているか

把握する。悩みを一人で抱えず、誰かに訴え出ることは卑怯な行為ではないと理解さ

せ、「はなす勇気」をもたせる。学校では「被害者の保護」、「秘密の厳守」、「全職員

での見守り」をいつでも実行できる体制が整っていることを全校集会、学年集会、ク

ラスごとの短学活、学校便り、学年便り、生徒指導便り等で児童や保護者に発信、周

知する。

（１)学校の相談・通報窓口

【若葉小学校の相談窓口】

・全職員が、いつでも相談を受け付けていますので、一番話しやすい教職員に相談

してください。

電話相談 ０４３６－２２－１５８１ （若葉小学校）

電話相談 ０７０－７５９７－８６２０（若葉っ子 相談室）

スクールカウンセラーが応対

電話相談 ０４３６－２５－３２０６ （若葉中カウンセリングルーム）
※平成 30年度より、若葉小にも月１～２回スクールカウンセラーが入ります。

（２）学校以外の相談・通報窓口

状況に応じて、関係各機関への相談を行う。

①メンタルヘルス相談医による相談（要予約）

名 称 メンタルヘルス相談医 住 所 電 話 番 号

五所クリニック 木 村 直 人 五所 １３３－２ ４２－１１１４

磯ヶ谷病院 木 村 直 人 磯ヶ谷 ３５－１ ３６－１１２１

河野医院 河 野 周 一 五井中央西 ２－８－３１ ２２－１３５６

②その他の関係機関相談先
関 係 相 談 先 名 称 電 話 番 号

非行関係 ヤングテレホン（千葉県警察少年センター） ０１２０－７８３－４９７

市原市青少年指導センター ０４３６－４３－３９３９

子どもと親のサポートセンター ０１２０－４１５－４４６

子ども家庭１１０番（中央児童相談所） ０４３－２５２－１１５２

南房総教育相談所相談窓口 ０４３８－２０－３３９６

いじめ 子どもと親のサポートセンター ０１２０－４１５－４４６

子ども人権相談（千葉県地方法務局人権擁護課）０１２０－００７－１１０

市原市青少年指導センター ０４３６－４３－３９３９
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いじめホットライン（市原市教育委員会） ０４３６－２２－９０９０

子ども家庭１１０番（中央児童相談所） ０４３－２５２－１１５２

南房総教育相談所相談窓口 ０４３８－２０－３３９６

怠学・不登校 市原市教育センター ０４３６－４１－３３３８

子どもと親のサポートセンター ０１２０－４１５－４４６

市原市青少年指導センター ０４３６－４３－３９３９

南房総教育相談所相談窓口 ０４３８－２０－３３９６

精神・心の相 市原健康福祉センター ０４３６－２１－６３９１

談 心の相談電話（県精神保健福祉センター） ０４３－２６３－３８９３

心の相談電話（県精神保健福祉センター） ０４３－２６８－７８３０

０４３－２６８－７４７４
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７．「いじめを認知した場合の対処」

（１）通報連絡・指導体制

いじめを認知した教職員、いじめの通報を受けた教職員は一人で抱え込まずに直

ちに教頭、学年主任、校長等へ報告する。報告されたいじめ事案についてはすべて

教頭へ報告し、必要に応じて学校いじめ問題対策委員会を行い、情報を共有する。

児 童 いじめ発生 保 護 者

職 員 いじめ発見 地域住民

担 任

学年職員 【対応の流れ】

発 見

確 実 な 報 告 訴 え

※どんな些細なことでも必ず報告する 報 告

報道機関への対応 相 談

窓口の一本化 指 導

校 長 対 応

教育委員会 正確な情報収集と的確な指示

電話・一報 教 頭
正しい情報の提供と相談

ＰＴＡや地域との連携 生徒指導委員会を中心とし 関係諸機関等の連携

・ＰＴＡへの協力依頼 た、いじめ対策チーム ○早めの相談と連携

・保護者対応の支援要請 ○迅速かつ正確な情報収集 ・青少年指導センター

・地域での声かけや見守りの依 ・いじめられた児童の立場で ・市原警察署（生活安全課）

頼 ・複数で聞き、記録をとる ・市原市家庭児童相談室

○的確な指示と早期対応 ・中央児童相談所

・焦らずに対応を検討する ・子ども家庭総合支援室

・関係機関へ早めに相談する

職 員 会 議
○全職員でいじめの状況の対応を確認し意思統一を図る。

・情報源を明かさない ・話し方・接し方を統一する。

○一人ではなく，チームを組織して指導・対応に当たる

・信頼関係を重視して ・抑圧的指導は厳禁

・指導後も状況を把握し、再発のないように見守る

いじめられてい いじめている 観衆・傍観者・ 保護者への 地域への

る児童への指導 児童への指導 全校への対応 対応 対応
・学級担任 ・学級担任 ・学級担任 ・学級担任 ・教頭

・養護教諭 ・学年主任 ・学年主任 ・学年主任 ・生徒指導

・ＳＣ ・生徒指導主任 ・生徒指導主任 ・生徒指導主任 主任

・部活動の顧問 ・部活動顧問 ・部活動顧問 ・部活動顧問

など ・旧担任、ＳＣなど など など など
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（２）聞き取り調査と記録

いじめの疑いがある場合は、わずかな兆候であっても早期対応を行う。事実の確

認と背景の調査については当該児童や周囲の児童に聞き取り調査を行う。聴取の際

には原則、複数の教員で行う。《児童が話しやすい環境を整える上で１対１の面談

が有効な場合はその限りではない。》聴取時間、休息や食事時間、質問内容につい

ては指導や記録を行う組織内で十分な打ち合わせの上行う。聞き取りは事実の確認

を趣旨とし、決めつけた聴き方や暴言は慎む。記録については、聞き取り調査と平

行して行うものと、事実を確認した上、まとめた記録の両方を保存する。

（３）被害児童の保護と対応

いじめ事案が発生した場合の最優先事項は被害者の保護である。いじめ加害者や

周囲の者からの圧力に苦しまないよう十分配慮しなくてはならない。学校で確認さ

れたいじめの事実については、被害児童、加害児童、双方の保護者に情報提供や通

告を行い、学校、家庭、（場合によっては地域）の多くの大人が見守れるように情

報を共有する。被害児童や保護者へは「徹底して守り抜く」ことを伝え、不安な点

や学校生活における配慮について聴取を行い、対応策を示す。必要に応じて別室で

の学習やカウンセラーとの面談を行えるよう速やかに準備する。

（４）関係機関との連携

いじめが暴行、恐喝、強要等の刑罰法規に抵触する行為である場合は、警察等関

係機関と連携した対応を行う。また、困難な事案に対しては市原市教育委員会に指

導、助言等を求める。

（※その他、関係各機関については ６．「いじめの相談・通報窓口」（２）を参照）
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８．「いじめの指導」
いじめの事態が確認された場合は、迅速に事態の把握、どのような様態なのかを

把握する。被害児童からの話を聞き、被害児童との問題解決にできるだけ早く取り

かかる。

（※指導については ７．「いじめを認知した場合の対処」、（１）通報連絡・指導

体制の表を参照）

（１）被害児童のサポート

いじめの事実が確認された場合、被害児童の学校生活を送る上での不安を取り除

き、安心して活動できるように配慮する。加害児童と同室での活動が困難な場合は、

加害児童を別室学習（活動）させる等の措置も行う。必要に応じて心のケアについ

てはスクールカウンセラーを交えた対応会議をもって継続的な支援を行う。また、

被害児童にとって信頼できる人と連携し、学校の内外を問わず見守れる環境を整備

する。

（２）加害児童への指導

いじめが認められた場合、速やかにやめさせる。その上で事実の確認を行い、対

応を検討する（学校いじめ問題対策委員会）。特にいじめが重大な人権侵害行為で

あり、人として許されることではないという点については十分に理解させ、自らの

行為の責任を自覚させる。複数の教員が連携して、組織的にいじめを止めさせると

ともに、いじめの背景にも目を向け、該当児童の健全な人格の発達にも配慮する。

発達段階に課題が認められる場合は、保護者にも伝え、スクールカウンセラー等を

交えた面談、助言を行う。特別指導に関する内規を点検し、関係する内容を児童、

保護者に周知する。

（３）周囲の児童への指導

いじめの事実確認を行い「傍観者」、「観衆」となっている児童に対し、自分の問

題としてとらえるよう指導を行う。周囲の行動がいじめを受けた児童にとって孤独

感や孤立感を強めることを十分理解させ、そのつらさや苦しさに共感できるように

する。また、日頃から全教職員が「いじめは絶対に許さない」ことを徹底して児童

に伝え、未然防止や教職員への報告を呼びかける。
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９．「重大事態の発生と調査及び対処について」

（１）重大事態の意味

①いじめにより当該学校に在籍する児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生

じた疑いがあると認めるとき。

②いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余

儀なくされている疑いがあると認めるとき。

○「いじめにより」とは、児童の状況に至る要因が当該児童にして行われるいじめ

にあることを意味する。

○「生命、心身又は財産に重大な被害」については、いじめを受ける児童の状況に

着目して判断するが、例えば、次のケースが想定される。

・児童が自殺を企図した場合

・身体に重大な障害を負った場合

・金品等に重大な被害を被った場合

・精神症の疾患を発症した場合

○「相当な期間」については、不登校の定義を踏まえ年間３０日を目安とする。

ただし、生徒が一定期間連続して欠席しているような場合には、上記の目安にか

かわらず、教育委員会又は学校の判断により、迅速に調査に着手することが必要

である。 【国の基本方針より】

（２）重大事態への対処

①管理職へ、正確な情報を迅速、確実に伝え、全職員が十分に認識する。

②最悪の状態を想定しながら、迅速・的確に対応する。

③重大事態が発生した旨を、市原市教育委員会へ速やかに報告する。

④教育委員会と協議の上、教育委員会から学校が主体となった調査の実施を指示され

た場合、当該事案に対処する「学校いじめ対策組織（生徒指導委員会）」を中心と

して、当該事案に対処する「学校いじめ対策委員会」を設置する。

⑤事実関係を可能な限り明確にし、事実に向き合うことで、当該事態の対処や同種の

事態の発生防止を図る。これまでに行った調査資料の再分析や必要に応じて新たな

調査を実施する。

⑥いじめを受けた児童及びその保護者に対して、調査により明確になった事実関係に

ついて、情報を適切に提供する。また、関係者の個人情報に十分配慮するが、それ

を盾に説明を怠らないようにする。得られた情報は、いじめられた児童や保護者に

提供する場合があることを事前に調査対象の在校生や保護者に説明する等の措置を

とる。

⑦教育委員会へ調査結果を報告する。

⑧被害児童及びその保護者が調査結果の説明を希望する場合は、所見をまとめた文書

を添えて、調査結果の報告をする。
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重大事態が発生した場合の対応の流れ 校長の指示のもと組織的に対応する

ＰＴＡ 校長 市教育委員会 南房総教育

臨時ＰＴＡ総会・役員会 〔対外への対応〕 á 学校教育課 á 事務所

â

〔職員への指示〕

・教頭・教務

ã

マスコミ â â

（情報の１本化）

生徒指導主任 事故発見者 養護教諭 病 院

ã 事故・問題の全容を把握 à 状況を正確に把握 á 応急処置の判断 á 治 療

市原警察署 学年主任

（協力要請）

â

ãã ã

青少年指導ｾﾝﾀｰà

（協力要請・報告） 学級担任 à á 学 年 職 員

保護者との窓口 （ 学年全体での対応）

連絡・家庭訪問・面接ã 指導・助言（教育相談）

ã ã ã

全 職 員 全校児童 被害者保護者 被害児童 学年児童

《臨時職員会議》 必要に応じ 必要に応じ

共通理解 臨時集会 加害者保護者 加害児童 臨時学年集会

（３）警察への報告等について

≪警察への通報・相談に係わる基本的な考え方≫

①学校や教育委員会においていじめる児童に対して必要な教育上の指導を行ってい

るにもかかわらず、その指導により十分な効果を上げることが困難である場合にお

いて、その児童の行為が犯罪行為として取り扱われるべきと認められるときは、被

害児童を徹底して守り通すという観点から、学校においてはためらうことなく早期

に警察に相談し、警察と連携した対応を取ることが重要。

②いじめらている児童の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるような場合には、

直ちに警察に通報することが必要。

早期に警察へ相談・通報すべきいじめ事案についてより（文部科学省）
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（４）いじめにかかわる各種記録様式

いじめに対応するにあたって、記録を整理して残しておくことは、教職員の共通理解、

保護者への説明及び関係機関への報告に必要となる。以下の様式を使用する。

①聞き取り記録（様式１） ※この様式１をもとに様式２を作成する。

②いじめ対応に係わる事実確認票（様式２）

※必要に応じて様式４と併せて市教委へ

③対応記録（様式３）

④事故発生時の一報（様式４） ※重大事案の第一報として市教委へ提出

⑤事故報告書（様式５）

10．公表、点検、評価等について

策定した学校いじめ防止基本方針については、学校ホームページで公表するととも

に、保護者会や学校便り等で保護者や地域へ周知を行う。年度毎にいじめに関しての

調査や分析を行い、適切に対応を図る。いじめ問題に対しての取り組みを児童、保護

者、教職員等で評価をし、評価結果を踏まえて改善に取り組む。

【学校評価項目】いじめの関する項目（例）

◎児童のアンケートや学級満足度調査、児童の教育相談を実施し、一人一人の実態

を客観的に把握するよう務めている。

◎全職員で全校の児童を見守る体制づくりに努めている。

◎いじめ根絶に向け児童の意識を高め、いじめは絶対に許さないという毅然とした

態度で児童に接している。 等

11．いじめ問題防止、早期発見に向けた取り組み計画

４月 １年生を迎える会、家庭位置確認

５月 ペア活動、運動会、Ｈｙｐｅｒ Ｑ-Ｕアンケート

６月 ペア活動、いじめゼロ集会、いじめアンケート、教育相談週間

７月 保護者面談

８月 職員研修（生徒指導関係）

９月 情報交換（中学校と小学校）

１０月 ペア活動

１１月 いじめアンケート、教育相談週間、いじめゼロ集会

１２月 保護者面談、クリスマス集会、ふれあい集会

１月 いじめアンケート、情報交換（中学校と小学校）、

２月 児童会役員改選、引継ぎ式、 ありがとう集会

３月 情報交換（中学校と小学校）

※今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置により、行事の変更（延期

・中止）になる場合があります。ご了承ください。
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様式１

聞き取り記録 ＮＯ．
対応者（複数対応）

開始時刻 終了時刻

聞き取り日 月 日（ ）

時 間 具 体 的 聞 き 取 り 内 容 の 記 録

〔個別聞き取り記録〕
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様式２

いじめに係わる事実確認票
ＮＯ 確認事項 具 体 的 事 実

１ 発生日時（確認日時） 令和 年 月 日（ ）

２ 発生場所（確認場所）

３ 被害児童 年 組 氏名 （ 男・女 ）

４ 加害児童 年 組 氏名 （ 男・女 ）

５ いじめの動機・きっかけ

６ 具体的な状況

７ 家庭環境 被害者

加害者

８ 日頃の言動や性格 被害者

加害者

９ 周辺児童からの情報

１０ これまでの問題行動

１１ その他

資料作成者

〔教職員共通理解用資料〕 ※必要に応じて市教委へ提出
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様式３

対応記録 ＮＯ．
対応者（複数対応）

基本的な対応の方向性

本事案に基づく具体的な対応策

開始時刻 終了時刻

実 施 日 月 日（ ）

時 間 具 体 的 聞 き 取 り や 指 導 等 の 記 録

〔学校いじめ問題対策委員会対応記録資料〕
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様式４

事 故 発 生 時 の 一 報

市原市教育委員会 学校教育課長 様

市原市立若葉小学校

校長 栗原 裕一郎

１ 件名

（事故の種別）

２ 学校名

３ 発生日時 令和 年 月 日 （ ） 午前・後 時 分ごろ

４ 発生場所

５ 事故児童 （１）○年○組 ○○ ○○（ふりがな） 年齢 性別

（２）住所・保護者名

（３）その他

６ 相手側 （１）氏名、年齢、職業

（２）相手側の状態

７ 事故の程度

（被害の程度）

８ その他

（事故の状況及び原因）

（事故発生時の処置）

９ 報告者（学校） 職 氏 名

１０ 報告日時 受信者名

（学校） 令和 年 月 日（ ） （市町村教委）

時 分

教育事務所受信者（ ）
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様式５

事 故 報 告 書
令和 年 月 日

市原市教育委員会教育長 様

市原市立若葉小学校長

栗原 裕一郎 印

このことについて、市原市及び小学校管理規則第５３条の規定により、下記の通り報告します。

記

Ⅰ 事故の概要

１ 事故の種別

２ 発生日時

３ 発生場所

４ 当事者

５ 事故の程度

Ⅱ 事故の状況

１ 事故の状況と現場見取り図

２ 事故の原因

Ⅲ 事故発生時の処置

（校長の所見）


